
応答詞疑問表現の諸相

中島 悦子

1. :ま じめに

応答詞疑間表現 とは、例 えば、

(1)お 客さんはこれ出ないんですね。       [04L・ 50f→ 04F・ 40不 明。会]

豊霊上                   [04F・ 40不 明→04L・ 50f・ 会]

お客さんは。                [04L・ 50f→ 04F・ 40不 明・会]

の 「はい ↑」のよ うに、いわゆる応答詞 に上昇イ ン トネーシ ョン (↑ )がつ

いた形式をいう。この応答詞疑問表現について、本稿では以下のことについ

て分析する。

①応答詞疑問表現の種類と出現実態

②応答詞疑問表現と場面差 。性差 。世代差

①の種類については、中島 (1997)の分類に基づく。②については、出現

がフォーマル場面 (会議 。打合せ 。相談)かインフォーマル場面 (雑談)か

といった場面差、発話者が男性か女性かといった性差、発話者の年齢が若年

世代 (20～ 30代)か中高年世代 (40～ 50代)かといった世代差について検証

する。①と②の数値は表 1にまとめて示す。応答詞疑間表現は先行する発話

との関連でさまざまな働きをすることが分かった。この応答詞疑問表現の機

能は②とも関係するので必要に応じて取り上げるが、かなり大きなテーマで

あるため、詳細な分析については次稿に回す。

調査資料は前稿と同じく「職場における女性の話しことば」(1994)を 使

用した。これは、調査協力者が女性であるための男女の発話数のアンバラン

スおよび世代の発話数の偏りという問題はあるが、自然な談話の大量の資料

として貴重なものである。

2.応答詞疑問表現の種類 と出現実態

談話資料の総発話数11,421例 中、応答詞疑間表現の出現総数は169例 あ り、

それ らを次のように分類 した。
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表1応答詞疑問表現一種類および場面差・性差・世代差―

種 類 場 面 発話者性 発話者の世代 計  %

①「はい↑」系 インフォ 5 フォ 3 f  6 rn 2 若年 4 中高年 4 4.7

はい↑

は↑

はあ↑

インフォ

インフォ

インフォ

3

1

1

フォ 3

フオ 0

フオ 0

f

f

f

4

1

1

2

0

0

若年

若年

若年

2

1

1

中高年 4

中高年 0

中高年 0

②「え(え)↑ 」系 インフォ 60 フォ 14 f 54 m20 若年 50 中高年 21 不明 3 74 43.8

え↑

えっ↑

ええ↑

ええっ↑

ええ―↑

え―↑

え―っ↑

インフォ 28

インフォ 25

インフォ 3
インフォ 1
インフォ 1
インフォ 1
インフォ 1

フォ 8
フォ 5

フオ 1

フォ 0

フォ 0
フォ 0
フォ 0

f 23

f 25

f  2

f  l

f  l

f  l

f  l

nl 13

1n 5

m 2

m 0

m 0

m 0

■1 0

若年 21

若年 23

若年 3
若年 1

若年 1

若年 1

若年 0

中高年 1〔

中高年 6

中高年 1

中高年 0

中高年 C

中高年 0

中高年 1

不明 2

不明 1

21.3

17.7

2.4

0.6

0.6

0.6

0.6

③「(う)ん ↑」系 インフォ 33 フォ 20 f 40 nl 13 若年 24 中高年 2〔 不明 1 53 31.3

ん↑

うん↑

う―ん↑

ううん↑

ふ―ん↑

インフォ 17

インフォ 7
インフォ 1
インフォ 2
インフォ 6

フオ

フオ

フオ

フオ

フオ

71

3

0

0

0

f 25

f  7

f  l

f  2

f  5

9

3

1

15

5

1

1

2

若年

若年

若年

若年

若年

中高年 1〔

中高年 5

中高年 0

中高年 1

中高年 4

不明 1 20.1

5.9

0.6

1.2

3.5

Э「あ(ん )↑ 」系 インフォ 4 フォ 2 f  4 n1 2 若年 2 中高年 4 3.6

あ↑

あん↑

あっ↑

インフォ 2
インフォ 1
インフォ 1

フォ 1

フオ 1

フオ 0

f

f

f

2

1

1

m l

m l

m 0

若年

若年

若年

1

0

1

2

2

0

中高年

中高年

中高年

1.8

1.2

0.6

⑤「そう↑」系 インフォ 5 フオ 0 f  5 n1 0 若年 3 中高年 2 3.0

そう↑

そうお↑

そ―お―↑

インフォ 2
インフォ 1
インフォ 2

フォ 0

フオ 0
フオ 0

f

f

f

2

1

2

0

0

0

若年

若年

若年

1

0

2

中高年 1

中高年 1

中高年 0

1.2

0.6

1.2

⑥「あれ↑」系 インフォ 0 フォ 2 f  2 m 0 若年 1 中高年 1 1.2

あれ ↑

あれれ↑

インフォ 0
インフォ 0

1

1

フオ

フオ

f

f

1

1

0

0

若年 1
若年 0

中

中

0

1

高年

高年

⑦「なあ↑」系 インフォ 1 フオ 0 f  0 m l 若年 1 中高年 0 0.6

Э「ね(え)↑ 」系 インフォ 9 フオ 11 f16 m 4 若年 14 中高年 6 20 11.8

ね↑

ねえ↑

ね―↑

インフォ 7
インフォ 1
インフォ 1

フォ 3
フォ 8
フォ 0

f

f

f

8

0

2

1

1

若年

若年

若年

6

8

0

中高年

中高年

中高年

4

1

1

計 インフォ 117 フォ 52 f127 rn 42 若年 99 中高年 6C 不明 4 169 100
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① 「はい ↑」「は ↑」「はあ ↑」の 3形で、これらを「はい ↑」系と呼ぶ。

② 「え↑」「えっ↑」「ええ↑」「ええっ↑」「ええ―っ↑」「え― ↑」「え―

っ↑」の 7形で、これらを「え (え)↑ 」系と呼ぶ。

③ 「ん ↑」「うん ↑」「う―ん ↑」「ううん ↑」「ふ―ん ↑」の 5形で、これ

らを「(う )ん ↑」系と呼ぶ。

④ 「あ ↑」「あっ↑」「あん ↑」の 3形で、「あ (ん)↑ 」系と呼ぶ。

⑤ 「そ う↑」「そうお ↑」「そ―お― ↑」の 3形で、「そう↑」系と呼ぶ。

⑥ 「あれ ↑」「あれれ ↑」の 2形で、「あれ ↑」系と呼ぶ。

⑦ 「なあ↑」は「なあ ↑」系と呼ぶ。

③ 「ね ↑」「ねえ↑」「ね― ↑」の 3形で、「ね (え)↑ 」系と呼ぶ。

「はい ↑」系「え (え )↑ 」系が丁寧体、「(う )ん ↑」系 「あ (ん )↑ 」

系 「そ う↑」系 「なあ ↑」系が非丁寧体、「ね (え )↑ 」系「あれ ↑」系は

中立体である。丁寧体の方がやや出現率が高い。その中でも「え (え )↑ 」

系が第 1位で、これが標準的な応答詞疑間表現であることを裏付けているが、

最丁寧体の 「はい ↑」系は極めて少ない。他方、非丁寧体の 「(う )ん ↑」

系は第 2位である。職場では最丁寧体の「はい ↑」系より、丁寧体の「ぇ (ぇ )

↑」系、非丁寧体の 「
(う )ん ↑」系の使用が多いことが示される。

さらに、応答詞疑問表現は談話資料の中では主として肯定応答詞に上昇イ

ントネーション (↑ )がついた形式で現れ、否定応答詞に上昇イン トネーシ

ョン (↑ )がついた形式は、殆どなく、僅かに「ううん ↑」2例だけである。

その否定応答詞疑問表現も語用論的には後掲の例 (15)の ように肯定を意味す

るものとして使われている。つまり、応答詞疑問表現は肯定応答詞に上昇イ

ントネーション (↑ )がついた形式が無標であるということである。肯定応

答詞疑問表現の多用は、職場の対人関係においてできるだけ他者との関係を

円滑に保とうとする意識の現れととらえることができるのである。このよう

な出現実態は、奥津 (1989)の 「日本語の日常会話においては、肯定的な応

答が多く、否定的な応答は極めて少ない。」という「肯定応答無標の仮説」

を裏付けるものである。
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3.応答詞疑問表現 と場面差・ 性差・ 世代差

3.1 「はい ↑」系

最丁寧体の 「はい ↑」系はややインフォーマル場面での使用が多い。特に

「は ↑」「はあ ↑」はインフォーマル場面のみの出現である。男女別では女

性の方に多いがこれは資料の性質によるものであろ う。世代別では若年、中

高年 とも半々の出現率である。なお用例末の [ ]内 は、例えば (2)で は13

Gは発話者番号、50は 50代 、mは男 (fは女 )、 打は打合せ (会 は会議 、雑

は雑談等)の場面、→は話 し手か ら聞き手へ とい うことを示す。

(2) →合わないか。←                [130・ 50m→ 13A・ 20f・ 打]

あ、トータルは―。                  [13A・ 20f→ 130・ 50m・ 打]

じや―どうする、直接折衝しちゃう↑       [130・ 50m→ 13A・ 20f・ 打]

はい↑                         [13A・ 20f―→13G・ 50m・ 打]

直接折衝しちゃう↑               [13G・ 50m→ 13A・ 20f・ 打]

〈笑いながら〉また、★大変なこといってる。    [13A・ 20f→ 13G・ 50m・ 打]

(2)の 「はい ↑」は、先行の相手の 「直接折衝 しちゃう↑」とい う発話の

意味がよく分からなかったために聞き返 したものである。この 「はい ↑」と

い う聞き返 しに対 して相手は再度同じ発話 「直接折衝 しちゃう↑」を繰 り返

している。相手に聞き返すとい う言語行動は自分がよく聞いていなかったり、

相手の発話が意味不明だったりする場合に行われることが多く、ときに相手

との人間関係を損なうこともあるわけで、フォーマルな場面での使用は遠慮

した方がいいこともある。特に 「はい ↑」は発音の明確 さから相手に与える

印象も大きい。フォーマル場面はもとより、全総数の中でも「はい ↑」系の

使用が極めて低率なのはこうした理由によるのではないか。

3.2 「え(え)↑ 」系

丁寧体の「え(え )↑ 」系はインフォーマル場面の方に圧倒的に多い。中で

も出現数の多い「え↑」、「えっ↑」はィンフォ~マル場面に出現が集中して

いる。その他 「ええ↑」「ええつ↑」「ええ~↑ 」「え― ↑」「え―っ↑」等も

出現数は非常に少ないが、大部分がインフォ~マル場面の出現である。「え

(え )↑ 」系も、「はい ↑」系と同様丁寧体であるにもかかわらずフオーマル
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場面の出現が少ないというのは、その発音の明確さからよりその働きが強調

され、相手に与える印象が強くなるためではないか。フオーマル場面ではこ

うした丁寧体の応答詞疑問表現は使用が避けられるようだ。また、男女別で

は女性の方に、世代別では若年世代に多く使用されている。最も出現数が多

い「え↑」から分析する。

(3) 電話してやってよ、あ、★なんかね。        [01A・ 20f→ 01C・ 30m・ 雑]

→ゆってみただけなんだから←いいんだよ。    [01A・ 30f→ 01C・ 30m・ 雑]

え」                      [01C・ 30m→ 01A・ 20f・ 雑]

ねえ、電話、電話してやって、☆でもほんと暇こいてんの、今、特に。

[01A・ 20f→ 01C・ 30m・ 雑]

→違 う、俺、俺ね。←               [01C・ 30m→ 01A・ 20f・ 雑]

え■                     [01C・ 30m→ 01A・ 20f・ 雑]

左上                      [01A・ 20f→ 01C・ 30m・ 雑]

なんで。                    [01A・ 20f→ 01C・ 30m・雑]

え上                      [01C・ 30m→ 01A・ 20f・雑]

きつ、きついな。                  [01C・ 30m→ 01A・ 20f・ 雑]

(3)の 初めの 「え ↑」は、先行の 「電話 してやってよ」とい う相手の発話

の後に発せ られ、直後に 「電話 してやって」とい う相手の同一発話が繰 り返

されるとい う聞き返 しの働きをするものである。二番 目の 「え ↑」は、「違

う、俺、俺ね」とい う発話者 自身のことばに続いて発せ られた自分自身への

問いかけである。次の 「ん ↑」は 「なんで ↑」の意味で相手に問いかけたも

のである。二番 目の「え ↑」は相手の発話に対する驚きを表 したものである。

「え ↑」はこのように一談話の中で種々の働きをしていることが分かる。

次いで出現数の多い 「えっ ↑」も、やはり談話の中で種々の働きをしてい

る。例えば、 (4)は聞き返 し、 (5)は驚きを表すものである。

(4) →東京←ポンバースの[名 前]っ てゆうのは↑〈笑い〉

えっ↑、東京ポンタ↑

〈笑いながら〉東京ポンバース。

(5) →[あ だ名]←、だって、[あ だ名]の ことあんまリー。

なに↑

えっ↑

[あだ名]のほうがだめなの―↑

だって、話合うじゃん、[あだ名]っ て。

[15A・ 30f→ 15C・ 30f・ 雑]

[15C・ 30f→ 15A・ 30f・ 雑]

[15A・ 30f→ 15C・ 30f・ 雑]

[13C・ 20f→ 13A・ 20f・ 雑]

[13B・ 20f→ 13C・ 20f・ 雑]

[13A・ 20f→ 13C・ 20f・ 雑]

[13A・ 20f→ 13C・ 20f・ 雑]
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や―、話だけは合うけど―、★やっぱり E名 字]く ん。[13C・ 20f→ 13A・ 20f・雑]

その他 「ええ↑」「ええっ↑」「え― ↑」「え―っ ↑」は出現数が非常に少

ない。 (6)の 「ええ↑」は相手の発話 「終わると」が「ええ↑」の前後にあ

ることから聞き返 し、 (7)の 「ええっ↑」は 「ええつ↑、なあに ↑」といつ

た意味で相手への問いかけ、 (8)の 「え―っ↑」は驚きを表すものである。

(6) いやね、終わるとほっとしますよ、やつぱり、★正直いって。

[10C・ 30m―→10B・ 40m・ 雑 ]

→ええ↑←                   [10B・ 40皿→10C・ 30m・ 雑 ]

終わるとね。                  [10C・ 30m→ 10B・ 40m・ 雑]

(7) う―ん、でも、どの、その月額ってゆうのは―、30日 じゃないんだ。

[17A・ 30f→ 多数・雑]

あ―、[名 字十名前]さ ん。            [17B・ 30f→ 17A・ 30f・ 雑]

ええ」                     [17A・ 30f→ 17B・ 30f・ 雑]

ここもそうですよ。               [17B・ 30f→ 17A・ 30f・ 雑]

あああ―、ほんとだ―。〈独 り言〉          [17A・ 30f→無 し・雑]

(8) 何人ぐらい###↑                L03・ 30m→ 18C・ 20f・ 雑]

きのうは-20人 ぐらいいたようですねぇ。    [18C・ 20f→ 10B・ 30m・ 雑]

え―つ↑                    [18A・ 40f→ 18C・ 20f・ 雑]

もう、気がついたころにはもう床が抜けそうでしたよ、うち。

[18C・ 20f→ 不明・雑]

3.3「 (う )ん ↑」系

非丁寧体の 「う (ん )↑ 」系は、インフォーマル場面とフォーマル場面の

出現が 6対 4の割合 となり、興味深い結果を示 している。非丁寧体はその大

部分がインフォーマル場面に出現するだろうという予想を裏切って、丁寧体

よりも高率でフォーマル場面に出現 している。また、世代別では若年層より

も中高年層の使用の方がやや多い。男女別では資料の性質にもよるが女性の

方に多い。つまり、一般に丁寧な形式が好まれると考えられるフォーマル場

面や中高年層、女性に、「(う )ん ↑」系が意外にも多用 されているのである。

まず、最も多用 されている 「ん ↑」から見ていく。「ん ↑」はインフオー

マル場面とフオーマル場面での使用が半々の割合である。フォーマル場面で

「はい ↑」「え (え )↑ 」の丁寧体より、「ん ↑」とい う非丁寧体の出現率の方
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が高い、という事実は応答詞疑問表現の働きに関係すると考えられる。「は

い ↑」で聞き返すより、「ん ↑」で聞き返す方が相手にソフ トな印象を与え

やすいのではないかと考えられるのである。

(9)→合同←                    [081・ 30m→ 08A・ 50f・ 打]

を■                      [08A・ 50f→ 081・ 30m・ 打]

合同で、ですよね↑                [081・ 30m→ 08A・ 50f・ 打]

(10)あ の―、きょう、あの―、(う んinf(女 ))委員会もあるんで―。

[10E・ 20f→ 10A・ 40f・ 打]

ん↑                      [10A・ 40f→ 10E・ 20f・ 打]

4時ぐらいに―、(う んinf(女 ))あの―★、###く るんですよ。

[10E・ 20f―う10A・ 40f・ 才丁]

(11)お ごって↑                 [01A・ 20f→ 01C・ 30m・雑]

ん↑                          [01C・ 30m―→01A・ 20f嘲唯]

ねえ、社販っていつからだっけ。          [01A・ 20f→ 01C・ 30m・ 雑]

(12)き ょうどうかな―。                [08A・ 50f→不明・相談]

きょう、練習―、ん上               [08A・ 50f→不明・相談]

う―ん、いいわよ。                [08A・ 50f→ 不明。相談]

(9)の 「ん ↑」は発話者が先行の相手の発話 を聞き返すために用いた もの

で 、聞き返 しの後再び相手の同一発話が繰 り返 されている。 (10)の 「ん ↑」

は 「委員会 ↑」 とい う問いかけの意味を表す 「名詞 ↑」形式の代わ りに用い

たもの、 (11)の 「ん ↑」は発話者が相手の 「お ごって ↑」 とい う発話に驚い

て発 したもの、 (12)の 「ん ↑」は相手の発話に対す るものではなく、 自分 自

身に投げかけたものである。 このよ うに 「ん ↑」 も 「はい ↑」「え (え )↑ 」

と同様、談話の中で聞き返 し、問いかけ、驚 き、 自答等の働 きを している。

「うん ↑」形式は数は少ないが、フォーマル場面よりもインフォーマル場

面の方に、また女性の方に使われる傾向があるが、世代別では若年と中高年

の差はない。「うん ↑」も次の(13)が 示すように聞き返 し、(14)が 示すよう

に問いかけに用いられている。

(13)テ ープが回つてるからいえないんです。

〈笑い〉 うん ↑

テープが回ってるからいえない#榊。

(14)それがこれに当たります。

うん ↑ 〈間〉

[07E・ 30f→ 07A・ 40f・ 染鮨]

[07A・ 40f―→07C・ 30f・ 染籠]

[07E・ 30f―→07A・ 40f・ 雑]

[04L・ 50f→ 04A・ 50f・ 指導]

[04A・ 50f→ 04L・ 50f・ 指導]
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これ ↑                    [04A・ 50f→ 04L・ 50f・ 指導]

応答詞疑問表現は肯定応答詞に上昇イントネーション (↑ )がついたもの

を典型とするが、唯一否定応答詞に上昇イントネーションがついた 「ううん

↑」が資料に現れている。

(15)###チ ョコおいしいな―。〈笑い〉         [19B・ 30f―→19A・ 40f・ 雑]

で、これとこれはどう違 うのぉ↑          [19B・ 30f→ 19A・ 40f・ 雑]

おんなじな#。                      [不 明→不明・雑]

わかんない。                       [19A・ 40f―→19B・ 30f・ 雑 ]

あ―、ごめんね ↑                [19A・ 40f→ 19B・ 30f・ 雑]

ううん ↑                       [193・ 30f→ 19A・ 40f・雑]

わかんない。                  [19A・ 40f→ 19B・ 30f・雑]

どう違ったか。                 [19A・ 40f→ 19B・ 30f・ 雑]

この 「ううん ↑」は、相手の 「あ、ごめんね」という謝罪に対して 「うう

ん ↑、いいわよ」といった意味でその謝罪を否定している。相手の「わかん

ない」という発話が謝罪する必要のないことであるとして認めているのであ

る。否定応答詞疑問表現も、実際は肯定の意味合いとして使われている。

「ふ―ん ↑」はインフォーマル場面の方に使われており、また女性や中高

年の方に多い。「ふ―ん↑」は他の「(う )ん ↑」系とはその働きが異なり、(16)

のように先行の相手の発話に感心した時のあいづちとして使われている。

(16)コーヒーなんかもやっぱりすごいお砂(さ )、 あの―、お砂糖入れて飲むよ、★飲
んでる↑、イギリスとか#。             [18A・ 40f→ 18C・ 20f・ 雑]

→入れますよ―、ベッチョリ。←          H8C・ 20f→ 18A・ 40f・ 雑]

生三二と上                   [18A・ 40f→ 18C・ 20f・ 雑]

なんか、わたし入れないんですけど(う んinf(女 ))、 なんかみんなあこがれてま

したよ↑                       L8C・ 20f→ 18A・ 40f・ 雑]

3.4 「あ(ん)↑ 」系

非丁寧体 「あ(ん )↑ 」系は 「
(う )ん ↑」系より更に丁寧度が低いものであ

るが、インフォーマル場面だけでなくフオーマル場面にも使われ、男性より

女性に、若年世代より中高年世代の方に使用される傾向がある。 (17)の 「ぁ

↑」、 (18)の 「あん ↑」は先行発話に対する聞き返し、 (19)の 「ぁっ↑」は

先行発話に対する聞き返しと驚きの意味を含むものである。
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(17)〈 笑いながら〉せんせ、2、 3日 見に行かなかったの↑

あ↑

〈笑いながら〉 2、 3日 見に★行かなかった。

(18)普 通 (ふつ)は食べに行くんですか ↑

ぬと上

普通 (ふつ)は食べに行くんですか ↑

(19)だれと↑

伊代ちゃん。

あっ↑

伊代ちゃん。

[09A・ 30f→ 09F・ 50m・ 雑 ]

[09F・ 50m―→09A・ 30f・ 染鮨]

[09A・ 30f―→09F・ 50m・ 染鮨]

[05F・ 30m―→05A・ 40f・ 雑 ]

[05A・ 40f―→05F・ 30m・ 染籠]

[05F・ 30m―→05A・ 40f・ 染籠]

[13D・ 20f→ 13A・ 20f・ 染籠]

[13A・ 20f→ 13D・ 20f・ 雑 ]

[13D・ 20f→ 13A・ 20f・ 染雀]

[13A・ 20f→ 13D・ 20f・ 雑 ]

3.5「 そう↑」系

「そう↑」系は丁寧体 「そうですか ↑」の 「ですか」を省略したもので、

丁寧度の低さからかインフォーマル場面にしか出現していない。 (20)の 「そ

う↑」は 「ああ、ほんとう↑」の意味で、相手の発話を肯定するあいづちと

して使われている。

(20)ち ょうどいいくらいね、大きさも。          [081・ 30m→ 08A・ 50f・ 雑]

あのこども達に。                  [081・ 30m→ 08A・ 50f・ 雑]

とニヱ立上                  [08A・ 50f→ 081・ 30m・雑]

刀多といい。                              [081・ 30m―→08A・ 50f・染籠]

あ、うんうんうんうん。               [08A・ 50f―→081・ 30m・ 雑]

なお、「あれ ↑」系 「なあ ↑」系 「ね (え )↑ 」系は純粋 な応答詞疑問表

現ではないので、省略す る。

4. おわ りに

以上、職場では丁寧体の「え(え )↑ 」系と非丁寧体の 「(う )ん ↑」系が多

用され、特に 「え (え )↑ 」系が第 1位で、これが標準的な応答詞疑問表現で

あることを裏付けている。

場面差では、丁寧体の 「はい ↑」や 「え (え )↑ 」はインフォーマル場面に

多用され、フォーマル場面ではあまり使用 されていない。それに対 して、非

丁寧体の 「(う )ん ↑」はインフォーマル場面と同様フォーマル場面での使用

もかなり多い。このような出現実態には、丁寧体か非丁寧体かとい う文体よ
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りも、談話中の応答詞疑問表現の働きが大きく関与していると考えられる。

即ち、聞き返 し、問いかけ (疑念)、 驚き等は対人関係においてあまり好ま

しい言語行動ではない。特に、フォーマル場面では相手に聞き返すという言

語行動は相手の発話をよく聞いていなかつたり、理解できなかったというサ

インを送ることである。従って、フォーマル場面で「ん ↑」の使用頻度が高

いということは、「はい ↑」という語形ではっきりと聞き返すより、「ん ↑」

というあいまいな形で聞き返した方がやや弱く聞こえるからであろうと考え

られる。これも我々が他者との関係を円滑にかつ友好的に保とうとする意識

の現れと見ることができる。「ん ↑」のこのような実際的な効果は、女性や

中高年者の方に「ん ↑」の使用が比較的多いという傾向にも示される。
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